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1． は じめ に

　母語 で あれ外国語で あれ 、 言語 を適切 に運 用 す るに は文 法知識が不 可欠 で

ある 。 生 育環境の なか で 話者 が 自然に 習得す る 母語 の 文 法 知 識 と違 っ て 、す

で に母 語 が確 立 した年齢の 学習者が教室 の 中だ けで 習得す る外国語の 場合 に

は 、こ とば の 文 字表 記 をは じめ 、意味や発 音 を覚 え るだ け で な く、形式 的 （形

態論的 ・統語論的）な法則 を
一一

つ ひ とつ 意識的に 理 解 しな が ら運 用 を身 に 付

け て い か ね ば な らない
。 そ の よ うな場 合 には 、 外 国語 の 習得過 程で 母 語 の 干

渉 が 見 られ る傾向が ある 。
つ ま り

、 学習者は 母 語に 関す る 知 識 を通 して 外 国

語 の 構 造 を理 解 しよ うとす る わ けで あ る 。 た とえば、冠 詞 を持 た ない 日本語

を母 語 とす る学習者が 英語 を外国語 と して 学ぶ 際に は 、 英語 の 構 造 に お け る

冠 詞の 必 然性 が なか なか 理解で きない こ とが あ る 。 逆 に 、 母 語 の 構 造 に 当 て

は め て 理 解す る こ とで 外 国語 の 仕組 み に 合 点 が行 く こ と もあ る 。 た とえ ば、

動名 詞の 性質 が よ くわ か らな い 学習者 に 対 して 、successfuUy 　introducing

change 　in　the　workpl αce とい う表 現 を 、「うま く職 場 に変化 を取 り人 れ る こ と」

とい う名詞 化 され た表 現 に 照 ら し合 わせ て 説 明 す る と し よ う。 い ずれ の 構造

にお い て も 、 副詞 （successful ！yと 「うま く」）に よ っ て 修飾 され る とい う現

象 が共 通 して い る 。 本稿 で は 、中学 ・高校 時代 に英文法 の 習得 が不 十分 で あ っ

た 大学生の 場合 、

一
般教養英 語ク ラ ス に お い て 、

こ の よ うに英語 の 文法知識

を意識化 させ る と こ ろ か ら始 め る こ との 重 要性 を述べ る。

2．研 究 の 動機 と背 景

近年 、TOEIC  
な どの テ ス トに よ っ て 計測 され る英語 力が 大学英 語教育の

目標 の
一

部に 設 定 され る事例 が 、急 速 に増 えつ つ あ る。 こ の よ うな現状 に 対

し、 大津 （2009b ：26）は 、
　 TOEIC や TOEFL な どの テ ス トに よ っ て 計測 さ
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れ る英 語 力 が大 学英語 教育の 目的 に 照 ら して 、 どの よ うな意味 を持 つ か を慎

重 に検討す る こ とな し に 、 単に こ れ らの テ ス トの ス コ ア 向上 だ けを 目指す と

い う短 絡 的 な 目標 を設定 す る だ け で は 、
ス コ ア 向上 の た め の 方 略学習 に 終

わ っ て し ま う危 険性が高い と危惧 して い る 。 そ うい っ た 目標設 定の 是非は 各

教育機 関 に お い て 慎重 に検討 され る べ き問題で は あ る が 、 本研 究の 主 旨とは

あ ま り関係 が な い
。 本研 究で は 、

「TOEIC の ス コ ア で 目標が設 定 され て い る

大学 英 語 教 育 の 環 境 に お い て 、 学習者 の 英語 運 用力 が低 く、 基礎 的 な文 法 の

知 識 が 十分で ない 場 合」 の
一

つ の 事例を取 り上 げ 、
ス コ ア の 仲び悩みの 裏側

に潜む 問題 の 本 質 につ い て 仮 説 を立 て て 検 証 す る 。

　TOEIC の ス コ ア で 目標 が 設 定 され て い る大学英語 教育 の 現 場 で は 、学 習

者 が
一

人 で も多 く、 5 点 で も 10 点で も ス コ ア が伸 び て 目標 に近 づ く よ う、

受験テ ク ニ ッ ク も含 め た学習指導が 奨励 され て 然 る べ きで あ ろ う。 そ の よ う

な指導方法 に は、 た とえば、 問題 を 多 く解い た り、速 く解い た りさせ る 訓練

が あ る だ ろ う。 聴解や速読の 練習 と して 問題 文 を声 に 出 して 読ませ る訓練 も

あ るか も しれ ない
。 ま た、頻 出単語 を覚 え させ た り 、 出題 の 傾 向やパ タ ー

ン 、

時間 配分 な どの 要領 を説 明 した りす る こ と も多 々 あ る だ ろ う 。 問題 文 の 内容

を さして 熟考す る こ とな く、 限 られ た 時 間の 中で 数多 くの 問題 を効率 よ く解

い て い くこ とが要 求 され る TOEIC の よ うな試験 の 対策 と し て は 、 受験テ ク

ニ ッ ク も含 めた 訓 練 的 な指導 が十 分 効果 的 で あ る と考 え られ る 。

　 しか し
、 そ の よ うな訓練的な指導を重ね て も 、

ス コ ア が なか なか伸び ない

レ ベ ル の 学習 者が 存在す る 。 それ が どの よ うな学 習 者 で あ る か に つ い て は 「4．

英 文法の 習得に 関す る実態調 査 」 の 節で 詳 し く紹介す るが 、 彼 らは 中学 ・高

校 時代 に 英文 法の 習得 が 不十 分 で あ っ た と考 え られ る 。 そ の
一
方 で 、 英語 の

学習 を始め た 中学 1年生 の ときか ら大学生 に なるま で の 6 年 間 に 、母 語 で あ

る 日本語に 関す る知識 は （無意識 で あれ）確 実に増え 、 物事 の 理 解力や概念

的 な思 考力な ど も格段 に成長 して い るはずで あ る。 した が っ て 、外 国語 で あ

る英語 を大学 生 に な っ て か ら改 めて 基礎か ら学習 （復習）す る場合 、 理 論的

に は 、 中学生 の と き よ り優れ た 、 大人 の 母 語 話者 と して の 理解力 や 思 考 力 が

駆 使 で き る こ とに な る
。

しか しなが ら、
TOEIC の 受験対策訓練をた くさん受

けて も、 なか なか ス コ ア が 伸び な い 学習者 が 大 勢 い る の が現 状 で あ る 。 こ の

問題 に つ い て は 、 「言語 を適 切 に 運 用す る に は 文法知識 が 不 ・∫欠 で あ る」 と

い う前提 を 、 母 語 運用 と外 国語 運用 の 両 面か ら捉 え て い く必要 が あ りそ うだ 。
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3． 文 法 知識 の 意 識 化 とは

　言語は
一 定の 規則 に よっ て 運用 され る。 実 際に は 、 形式 的 （形 態論的 ・統

語論 的） な規則 、意 味論 的 な規則 、語 用 論 的 な規則 な ど、言語 の 様 々 な レ ベ

ル に お い て 規則 が存在 し 、 それ らは複雑 に 相互 作用 して い る 。 そ うい っ た規

則の すべ て が 、
い わ ゆる文法 で あ る 。 母 語 で あれ ば、話者 は 生 育環境 の な か

で 自然に そ うい っ た 規則 に精通 して い くが 、外 国語 の 場合 は
一

つ ひ とつ 意 識

的に理 解 し な が ら覚 えて い か ね ばな らな い
。 その よ うに し て 獲得 され た もの

が 、 母語 の 文法知 識で あ り 、 外 国語 の 文法 知識 で あ る 。 母語 で あれ外国語で

あれ 、 言語 を適切 に 運 用す る に は 文 法知 識 が不 可 欠 で あ る こ とには違 い ない

が 、 当然 の こ とな が ら、 母語 の 文 法 と外 国 語 の 文 法 は 同 じで は な い 。 特 に 、

そ れ が 日本語 と英語 の よ うな組み 合わせ で あ る場合 に は 、 発音や文 字表記 か

ら して 大 きな違 い あ る 。
っ ま り、音 も見 か け もま っ た く別物 で あ る よ うに 感

じ られ る 。 しか し 、 実際に は 、 日本語 と英語 の 間に は 、 言語 の 様 々 な レ ベ ル

に お い て 、 多 くの 相 違点 が 存在す る と同 時に 、多 くの 共 通点 も存在 す る 。

　 母語が 確立 した年齢の 学習者の 場 合、 基本 的に 教室 の 中だ けで の 外 国語 の

学習は 意識 的 に 行 なわれ る もの で あ る 。
つ ま り 、 外国語 の 様 々 な要素 を学習

す る過程 で
、 あ る要 素 に つ い て は 母 語の 中に あ る類似 した 要 素 に結び つ け る

が 、 別 の 要 素 につ い て は 母語 の 中に 同 じ よ うな要素が 見 当た らない こ とを確

認 す る 。 た とえ ば 、 日本人学習者が John　bought　a 　new 　car ．と い う
一・

文 を学

習す る場合 を想 定 して み る 。 全体 と して は 「ジ ョ ン は 新 しい 車を買 っ た 」 と

解釈す る と し よ う。 こ の 日英対 訳 に 含 まれ る名 詞 句 に 関 し て 言 え ば 、 John

は 「ジ ョ ン 1 に 単純 に 結び つ くが
、
a ・new ・car は 少 し複雑で あ る 。

「新 しい 車 」

に 結び つ くの は new 　car だ け なの か 、 それ と も a 　nelv 　car な の か 。 不 定冠詞

の a を忠実 に 表 現す る な ら「ジ ョ ン は
一

台 の 新 しい 車 を買 っ た 」、 或い は 「ジ ョ

ン は 新 しい 車 を
一

台買 っ た」 となるの か
。 厳密 に は 、a 　 new 　car に結び っ く

の は 「一 台の 新 し い 車 」、 また は 「新 しい 車 （を）　
一
台」 だ と考 え る べ きな

の か
。

しか し 、
「ジ ョ ン は 新 しい 車 を買 っ た 」 とい え ば、そ の ま まで も 「一 台」

だ と解釈 され 得 る か ら 、 や は り a も含 め た anew 　car が 「新 しい 車 」 に結び

つ くの で は ない か 。

　文法知識 の 意識化 とは 、 母 語 の 運 用 で 無意識 に活 用 して い る文法知識 を意

識的 に確認 し 、 その 意識化 され た母 語 の 文法知識 を通 して 外 国語 の 運 用 に必

要 な文 法上 の 仕組み や 道 具 立 て を理解す る こ とで ある 。 母 語 の 運 用 で 無意識
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に 活用 して い る文法知識 とは 、 さき ほ どの 例 で 考え る と 、 た とえ ば 、
「新 し

い 車」 が 「 一
台の 新 しい 車」 や 「新しい 車 （を）

一
台」 と して解釈 され得 る

こ とが無意識 の うち に 理解で き る こ とで あ る 。 そ して 、 そ の よ うに無意識 に

活用 して い る母 語 の 文 法 知識 が 、
「新 しい 車 」 に a 　 nelv 　car を結び つ けて い

くこ とに な る 。 さ らに は
、
a ・nelv ・car に 「新 しい 車」 が結び つ くこ とか ら 、

「新

しい 車」 とい う表現 に は 「一 台 の 」 とい う意味 が包 含 され 得 る こ とが意識化

され る 。 同時に 、John　hag　sever α1　new 　cars ，の 場 合 に も 「ジ ョ ン は 新 しい 車

を何台 か 持 っ て い る 」 と言 え る こ とか ら、 「新 し い 車」 とい う表現 に は 「複

数台 の 」 とい う意味 が包 含 され得 る こ と も意識化 され るか も しれ ない
。

　文 法 知識 の 意識化 とは 、 こ の よ うに 「母語 か ら外 国語 へ
、 外 国語 か ら母 語

へ 」 とい う双 方 向 の
、 相互 作用的な流れ で も っ て 実現 され るの で は ない だ ろ

うか 。 大津 （2009a
，
　b） は 、 母語 を手 が か りに す る こ と を意味す る 「こ とば

へ の 気づ き」 に 根 ざ した言語 教育の 構想 と して 、 以 F （1） を提 言 して い る 。

（1）言語教育の構想 （大津 2009a
，
　b）

母語
一

一

こ とばへ の

気 づ き

一

一

↓↑

外国語

母語 と外国語 の 効果的運用

　 こ の 言語教育の 構想 は、「こ とばへ の 気づ き」 を媒介 と して 、母 語 教育 （日

本 で は 国 語教 育） と外 国語 教育 （冖本 で は 主 に英語 教育）を有機的 に関連づ

け、それ に よ っ て 母語 と外 国語 の 効果 的運 用 を実現 させ よ うとい うもの で あ

る 。 中学 ・高校時代 に英 文法 の 習得 が不 十分 で あ っ た 大 学生 の 場 合 、 まずは 、

こ の 「こ と ばへ の 気づ き」 を通 して 英 語の 運用 に必 要 な文 法知 識 を意識化す

る と こ ろか ら始 め る こ とが重要だ と考 え る。
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4．英 文 法の 習得 に 関す る実 態 調 査

　中学 ・高校 時代 に 英文 法の 習得 が不 十分で あ っ た大 学 生 とは 、具 体的 に ど

の よ うな レ ベ ル で あるの か 。 その 実態 を把握 す るた め に 、
2010年 4 月 か ら 9

月 に わた り以 下 の よ うな調査 を実施 した 。 英文 法 の 習得 に 関す る実態調 査は 、

2 回 の 基礎 文法力確認テ ス トと英語 学習 につ い て の ア ン ケ
ー ト調 査か らなる 。

4．L 被験者

　被験者 は筆者 が実施 した
一

連 の 英語学習 プ ロ グ ラム に参 加 した 14名 の 大

学 1 年 生 （内 、 女子 12 名 、 男子 2 名）で
、 全員 が 日本 語 の 母 語話者 で あ る 。

彼 らが 4 月に 受験 した TOEIC 　Bridge  
の ス コ ア は 平均 lt2点で あ り 、 こ れ

は TOEICcD に換算す る と 285 点位だ と言 われ て い る 。 具体的 に は 、 108点 取

得者 が 1名 、 llO点 取 得者 が 2 名 、 112点 取 得 者 が 5名 、 114点取 得者 が 6

名で あ る 。 TOEIC 　Bridge とは 、　 TOEIC よ りも易 し くて 短 い テ ス トで あ り 、

TOEIC で 470 点に 満 た な い レ ベ ル を図 るモ ノ サ シ と されて い る 。
こ の 被 験

者 14名の 平均 で あ る TOEIC 　Bridge の 112点 とい うレ ベ ル は 、 英検 で あれ

ば 3 級 か ら 4 級 の 取得者で ある傾 向が高い と捉 え る 向きもあ る （2009 　DATA

＆ ANALYSIS ）。

4．2．調 査 の 概 要

4．2．1． 基礎 文 法力確認 テ ス ト

　こ の 調査 で は、 上 記被 験者 14名 （以 下 、
「S1 〜 S14」 とす る ） に 、

4 月

と 9 月 の 二 回 に わ た っ て 同
一

内容 の 「基礎 文法 力確 認 テ ス ト」を実施 し た 似

下 、 4A に実施 した もの を 「プ リテ ス ト」、
9H に実施 した もの を 「ポ ス トテ

ス ト」 と呼ぶ ）。 プ リテ ス トは 14名 の 被験者 （S1 〜 S14 ） が全 員受 けた が 、

ポ ス トテ ス トで は S4 と Sll の デー
タ が得 られ なか っ た た め 、被 験者 の 数が

12名 とな っ た 。

　こ の テ ス トに は 、 四 択 穴埋 め問題 10 問 と並 べ 替 え 問題 10問か ら成 る 20

問の 基 礎 文 法 問題 が含 まれ て い る 。 そ して 、 どち らの 10問 に つ い て も 、 以

F （2） に示 した   〜   の 文 法項 目に 沿 っ た 出題 に な っ て い る。
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（2）基礎文法力確認 テス トの 問題 構成

　   文型 （第 1 文型 ・第 2 文 型 ・第 3 文型 ）

　   文型 （第 4 文 型 ・第 5 文型 ）

　   現在完 了形

　   助動詞

　   不 定詞

　   動名 詞

　   受動態

　   分詞

　   比 較

　   関係 詞

4．2．2． 英語学習 に つ い て の ア ン ケー ト調査

　 さ らに 6 月 に は 、英 語 学習 プ ロ グ ラ ム に 4 月 か ら 6 月まで 参加 した Sl 〜

Sl4 に 、 「英語 学習 に つ い て の ア ン ケ ー ト」 を 実施 した 。 こ の プ ロ グ ラム は 、

週 に 1回 （90 分程度）、上 記 （2） に 挙 げ られ た 10 種類 の 文法項 目を
一

つ ず

つ 学習す る内容 となっ て い る。 指導方法は 次の 通 りで あ る 。 前週 に 、 当該項

目 に 関す る 練習問題 の プ リン トを全員 に宿題 と して 与 え る 。 同 時 に 、毎回 5

名 の 「解答 解説者 」 を順 番 に決 め 、 宿 題 に 含まれ る 問題 を
一

部ず つ 割 り当て

る。 解答解説 の 担 当に な っ た学生 は 予 め 問題 を解 い て 、事 前 に教員 の 個別 指

導 を受 け た上 で 、 授 業 に お い て解答 の 解説 を担 当す る 。

　「英語 学習に つ い て の ア ン ケ
ー

ト」 は、以 下 （3） の 質問 文 な どか ら構成 さ

れ て お り、
「どち ら ともい え ない 」 を 「3」 とす る 「1〜 5」 の 五 段 階で 回 答

して も らっ た 。 た とえ ば 、 （3a） の 質問の 場合 、 回 答選択肢 は 「】．か な り理

解で きた 」 「2．やや 理 解 で きた」 「3．ど ち ら とい え ない 」 「4．あま り理 解で き

て い ない 」 「5．ほ とん ど理 解で きて い ない 」 となる 。

（3）英語学習に つ い て の ア ン ケー トの 質問文

　 a．こ の 授業で 《 自分な りに 》 「英 語 の 文法 」 が 以前 よ り理 解で きた と

　　 思い ますか
。

　 b．自分が 解答解説 の 担 当で な い と き も、授 業 に 出 る 前に 宿題 の プ リン

　　 トを予 習 して い ます か 。
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c．解答解説 の 準 備 た めに教員 の 研 究室 で 個別 に 指導 を受 け る こ と に っ

　 い て ど う思い ますか 。

d．現在 、
「英語 の 文法」 に対す る《 あなた の 学 習意欲 》 は高い で す か

、

　 低 い で す か 。

4．3．分析方 法

　基礎 文 法力確認 テ ス トは 、 次 に記 す方法で 誤答分析 を行 な っ た 。 まず 、全

20 問の 各問題 に っ い て 、 正 解 しな か っ た被験者 数 とそれ が 全体 に 占め る割

合 を集計 した （以 下 、 そ れ らの 結果 を 問題別誤 答率 とす る ）。 次 に 、 被験者

ご とに 、 正答 しなか っ た 問題 の 数 と割合 を集 計 した （以 下 、 それ らの 結果 を

個人別 誤 答率 とす る）。 個 人別誤答率 に つ い て は 、 四択 穴 埋 め 問題 10 問中の

誤 答数 、 並 べ 替 え 問題 10 問 中の 誤 答数 、 計 20 間 中の 誤 答数 を算出 し 、 各

問題群の 平均 値 を確認 した。 さらに 、 プ リテ ス トで 問題 別 誤 答率の 高か っ た

上位 3 問 に つ い て は 、誤 答の パ タ ー ン や 内容 を詳 し く分析 し 、 四択穴埋 め 問

題で あ る場合に は 、解答選 択肢 ご とに 選 んだ被験 者数 と割合 を集 計 した 。

　 「英語学習 にっ い て の ア ン ケ
ー ト」 に 関 して も 、 上記 （3） の 質問 に 対す る

回答選 択 肢 ご と に 、 回 答 した被験 者数 と割合 を集計 した 。

4，4，結果

4．4．L プ リテ ス ト

4．4．1。1．問題 別 誤 答率 1 位の 文 法項 目

　誤 答分析 に お い て 、 問題 別 誤 答 率が最 も高か っ た の は 、 以 ド （4）に 示 す

「第 5 文型 （SVOC ）」 に関す る並 べ 替 え 問題 で あ っ た 。
こ の 閙題 の 誤 答率 は

100％ で 、 正 答 し た被験者 が 一
人 もい なか っ た 。

（4）問題別誤答率 1位 （100％）の 「第 5 文型」 に 関する並べ 替え問題

弟はい っ も 自分の 部屋 をきれ い に して い る 。

room ！brother！clean1 　his1　keeps！always ！my

（正 解）My 　brother　a且ways 　keeps　his　room 　clean ．
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　以 下 （5） は被 験者 の 誤答 を示 して い る。 S1 〜 S14 の 誤 答パ タ ー ン を順番

に提 示 するの で は な く 、 間違 っ た語 の 並 び方 の 中に 見 え る 「部分的 な共 通性 」

につ い て 、 で き るだ け比 較対 照 しやすい 順番 （  〜   ） で 提示 した 。

（5）（4）の 並べ 替え問題 （誤答 率 1000／o） で見 られ た誤答パター ン

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SIl： My 　brother　always 　keeps　my 　room 　clean ．

S5 ： My 　brother　keeps　hiS　room 　clean 　always ．

S3 ： My 　brother　keeps　clean 　his　room 　a】ways ．

S6 ： My 　brother　keeps　clean 　his　room 　always ．

S4 ： My 　brother　always 　keeps　clean 　his　room

S13： My 　brother　always 　keeps　clean　his　room ．

Sl4： My 　brother　always 　keeps　clean　his　room ．

S9 ： My 　brother　keeps　always 　clean　his　room ．

SlO ： My 　brother　keeps　always 　clean 　h｛s　room ．

Sl2： My 　brother　keeps　clean 　always 　his　room ．

SI ： My 　brother　keeps　his　clean 　room 　always ．

S7 ： My 　brother　his　keeps　clean 　room 　always ．

S8 ： My 　brother　his　keeps　room 　cleam 　always ．

S2 ： My 　brother　keeps　clean 　always 　fbr　his　room ．

　 「部分的 な共通性」 と して は 、 具体的 に上 記の （5） に 提示 され た  〜   の

順番 に 沿 っ て 、 少 な くとも 、 次 の よ うな こ とが 分析 され る 。   ・  （Sll と

S5）で は 、 どち ら も第 5 文 型 （SVOC ）の 語順が保 たれ て い る 。   〜   （S5 、

S3、
　 S6）及び   〜   （S1 、

　 S7、
　 S8）の 共 通性 は 、

　 always が文 尾 に きて い る

こ とで あ る 。   〜   （S3、　 S6、　 S4、　 Sl3、　 S14）で は 、　 keep　cle α n　his　room

とい う語 順 が共通 し て い る 。 さらに 01θα〃 傭 厂oo 〃〜 とい う3 語 の 語順 に 着 眼

す る と、  〜   （S3、　 S6、　 S4、　 S13、　 Sl4、　 S9、　 SlO） に共通 して い る。   ・

  （S9 と SIO ）で は 、　 keeρ と c1θ砌 傭 7007 η の 間に always が きて い る 。   ・

  （S7 と S8）で は 、his　keepsとい う語 順が 共通 して 見 られ る。 尚、  （Sll）

と  （S2） の 答 えに ある下線 の 語 my とforは 、 どち らも問題 の 語 群 に は含

まれ て い ない 語 が使用 され た もの で ある 。
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4．4．1．2，問題別 誤 答率 2 位 の 文法 項 目

　誤 答分析 にお い て
、 閙題 別 誤 答率が 2 番 日に 高か っ た の は 、 以 下 （6） に

提 示 した 四 択 穴 埋 め 問題 で 、 「分詞 」 の 知 識 を 問 うもの で あ っ た 。 正解 の

caUing を選 ん だ 被験者 は 3 名で
、

こ の 問 題 の 誤 答 率 は 79％ で あ っ た 。 尚 、

四 択 穴埋 め問題 で は 、 当該英 文 に 相 当す る 日本語 文 の 提 示 は な い
。

（6）問題別誤答率 2 位 （誤答率 79％）の 「分詞」 に 関する四 択穴埋 め問題

Iheard 　my 　brother（

　 　 a ．　　　　called

　 　 b．　　　 to　call

　 　 C ．　　 callS

　　 ＠ calling

　）me ．

i雛i｝… 一

（3 名）　
・・
　21％ 　　（了F．答率）

4．4．1．3．問題 別 誤 答率 3 位の 文法項 目

　誤 答分析 に お い て 、 問 題 別 誤 答 率 が 3 番 目に 高 か っ た の も 「分詞 」 に 関

す る 問題 で 、以 下 （7） に 示 す並 べ 替 え 問題 で あ っ た 。
こ の 問題 の 誤 答 率 は

64％ で 、正 解の 語順 で 答 えた の は 5 名 で あ っ た 。

（7）問題別誤答率 3 位 （誤答率 64％）の 「分 詞」 に 関 する並べ 替え 問題

こ れ がル イ ス がわ っ た 窓で す 。

the1　broken1　window ！　by1　is1　Levvis！this

（正 解） This　is　the　window 　broken 　by　Lewis．（5 名）…　36％ （正 答率 ）

This　is　broken　the　window 　by　Lewis ．（4 名 ）

This　is　the　broken　window 　by　Lewis ．（2 名）

This　is　the　window 　by　Lewis 　breken．（1 名 ）

The　window 　is　broken　this　by　Lewis ．（1名 ）

This　window 　is　thc　broken　by　Lewis ．（1 名 ）

64％ （誤 答率）
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4．4．2．プ リテ ス トとポ ス トテ ス トの 対比

4．4．　2．1．プ リテ ス トで 問題 別 誤 答率 の 高 か っ た 上位 3 問に つ い て

　プ リテ ス トで 問題 別 誤 答率 の 高か っ た 上位 3問 （上 記 「4．4，Ll 〜 4．4．1．3」

参照） にっ い て ポス トテ ス トで の 問題別誤 答率 と比 較 した 結果 、 そ れ ら 3 問

は ポ ス トテ ス トに お い て も類似 し た割合 を示 し、 同
一

の 順位 を示 した （表 1

参照）。

　上 記 （4） に 示 した 「第 5 文型 」 に関 す る並 べ 替 え問 題 に つ い て は 、 プ リ

テ ス トで も、 ポ ス トテ ス トで も 、 誤 答率 は 100％ で あ っ た 。
「分詞」 に 関す

る 四 択 穴埋 め 問題 （上 記 （6）参照 ） と並 べ 替 え問題 （上 記 （7）参 照 ）に 関

して は 、 誤 答者数 が ポ ス トテ ス トで そ れ ぞれ 1 名ずつ 減 っ て い る もの の
、 プ

リテ ス トとポ ス トテ ス トを対比 して み る と、そ の 割合 に は さほ ど変化 が 見 ら

れ な い （表 1 参 照 ）。

表 1　 問 題別誤答率の 高い 上 位 3 間につ い て

プ リテ ス ト（N ＝14） ポ ス トテ ス ト （N ； 12）
「第5文型」 に関する並べ 替え 100％ （14） 100％ （12）
「分詞 」 に 関す る 四択 穴埋 め 79％ （1D 83％ （10）
「分詞 」 に 関す る 並 べ 替え 64％ （9） 67％ （8）

（ ） 内は 度数 。

4．4，2．2．個人 別誤 答率 の 平 均 値

　基礎 文 法力確認 テ ス トの 個人 別 誤 答率 の 平均値 に つ い て も、 プ リテ ス トと

ポ ス トテ ス トを比 較 した 。 個人 別 誤 答率は 四 択 穴埋 め 問題 10問 中の 誤 答数

と割 合 、 並 べ 替 え 問題 10 間 中の 誤 答 数 と割 合 、計 20 間 中の 誤 答数 と割 合

をそれ ぞれ 算出 して い る （表 2 参照 ）。

　個人別 誤 答率の 平均値 をプ リ ・ポ ス ト対 比 で み る と、特 に 、並 べ 替 え問題

10 間 中 に お け る 平均誤 答率 が 44％ （4．43 問）か ら 30％ （3．00 問）に減少 し、

テ ス ト全体 （計 20 問）に お け る平 均 誤 答 率 も 40％ （8．00 問）か ら 35％ （6．92

問） に 減少 して い る こ とが わ か る （表 2 参 照），
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表 2　個人 別誤答率の 平均値

プ リテ ス ト ポ ス トテ ス ト

四 択 穴埋 め 10 間中 36％ （3．57 問） 39％ （3．92 問）

並 べ 替え 10 間 中 44％ （4．43 問） 30％ （3．00 問）　 　　 　　 　 　　 　　一 一

計 20 間中　　 　　　 　　　40％ （＆00 問） 35％ （6．92 問 ）

（ ）内 は 10間 中の 誤 答 数 。

4．4．3．英語 学習 につ い て の ア ン ケ
ー ト

　「英語 学習 に つ い て の ア ン ケ
ー

ト」 に含 まれ る 当該学習 プ U グ ラム に 関す

る 4 つ の 質問 （上 記 （3）参照 ）の うち、 まず 、 「こ の 学習プ ロ グ ラム で 自分

な りに英 語 の 文 法 が 以 前 よ り理 解 で きた と思 うか 」 とい う質問 に つ い て は 、

「か な り理 解で きた 」 （n ＝ 4） と 「や や理 解で きた 」 （n ・ ・IO） を併 せ た
“

理 解

で き た
”

層 が 100％ （n ；14） を 占め た 。 次 に 、
「自分 が解答解説 の 担 当で な

い と き も 、 授業に 出 る 前に 宿題 の プ リン トを予 習 して い るか 」 とい う質 問に

つ い て は 、「い つ も予 習 して い る」 （n ＝ 8） と 「だ い た い 予習 して い る 」 （n＝ 4）

を併せ た
“

予習 して い る
”

層が 86％ （n ＝12）を 占め た 。 ま た 、 「解答解 説 の

準備た めに教員 の 研究室 で 個別 に 指導 を受 け る こ とにつ い て ど う思 うか 」 と

い う質 問 に つ い て は 、 全 員が 「非常 に 勉強 に な る 」 と回 答 した （n ＝ 14）。 さ

らに 、 「現在 、英語 の 文法 に 対す る あ な た の 学習 意欲 は 高い か 、低 い か 」 と

い う質問 に っ い て は 、

“

高 い
”

層 （「非 常 に高い 」 （n ＝ 2） と 「やや 高い 」 （n＝ 6）

を併せ た 43％ ）を 「どち ら ともい え な い 」（57％ 、n ＝ 8）が 上 回 る結果 とな っ た 。

5．考 え るべ き問題 点

　前掲 の 「英 文 法 の 習得 に 関す る 実態 調 査 」 にお い て 基礎 文 法力確認 テ ス ト

を実施 した 目的 は 、 まず 4 月 の プ リテ ス トに よ っ て 、
「中学 ・高校 時代 に英

文法 の 習得が 不十分 で あ っ た 大 学生」 とは、 具 体的に ど の よ うな レ ベ ル で あ

るの か を把握す る こ とで あ っ た
。 被験者 と して 取 り Eげ た 14名 の グル

ー プ

が 、 同時期の 4 月 に 取 得 した TOEIC 　Bridge
 

の ス コ ア は 平均 で ll2 点で あ っ

た
。

そ して 、4 月 か ら 9月 ま で の 半 年間 に わ た る英語学習プ ロ グ ラ ム を経 て 、

彼 らの 英文法の 習得度に どの くらい 伸 び が見 られ るか を 、 ポ ス トテ ス トの 実

施 に よ っ て 確 認 しよ う とし た。 しか し、9 月 に 実 施 した ポ ス トテ ス トの 結果

が 示 唆 して い るの は 、 彼 らの 英文 法の 習得に 関 して 「半年間で は あ ま り伸び
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が 見 られ ない 」 とい う事実 で あ る 。

　基礎文 法力確認 テ ス トの プ リテ ス トで 問題 別 誤 答 率 の 高 か っ た 上位 3 問 に

つ い て は、 ポ ス トテ ス トにお い て もや は り同 じ問題 が同 じ順位 を 占め 、 誤 答

率の 割 合に もプ リ ・ポ ス ト問 で 大 き な変化 が見 られ な か っ た 。
つ ま り 、

「第

5 文 型 （SVOC ）」 や 「分詞 」 に 関す る 習得が 不 確実な まま で あ る とい え る 。

しか し 、4 月 か ら 9 月 ま で に彼 らが積み 重 ね た 学習 （本研 究に 関わ る 学習プ

ロ グ ラ ム に含まれ る もの に加 え 、 他 σ）英語関連の 授 業な ど）が総 じて 無 意味

で あ っ た と は 考 え難 い 。
「英語 学習 にっ い て の ア ン ケ

ー
ト」 の 結 果 か ら も、

ほ とん どの 被験者が 当該プ ロ グ ラ ム で の 学習 に真 面 目に 取 り組 み 、 それ が 勉

強 に な る と感 じて い る こ と 、 同時に 、 彼 らな りに英 語 の 文 法 が 以前 よ り理解

で きた と感 じて い る こ とがわ か る 。 しか し、 英語 の 文 法 に 対 す る学習意欲に

つ い て は 、

“

高い
”

層が 4 割強で あ る
一
方 で 、

「どち ら と もい えない 」 と答 え

た被験 者 が 6 割 弱 を 占め た 。
つ ま り、 「英語 の 文 法」 に っ い て は 、全 体 と し

て そ れ ほ ど意欲 が 高 い わ け で は な い
。 それ は な ぜ な の か 。 ひ とつ の 原 因は 、

さほ ど 「面 白み 」 が 感 じ られ ない か らで あ ろ う。
こ の 学習意欲 の 問題 は 、 彼

らが 英文法 を 習得 す る 止で の 「根 本 的な 問題 1 に 深 く関 わ っ て い る と 考 え る 。

　個人別誤 答率の 平均値 をプ リ ・ ポ ス ト対 比 で み る と、 四択 穴埋 め 問題 10

間中に お け る 平均誤 答率 が 、36％ （3．57 問） か ら 39％ （3．92 問 ） に推 移 し

て い る 。 こ れ らの 数値 をほ ぼ 同 じだ と捉 えた 場合、 「間違 い の 数 は 同 じで も

中身は ど うな の か 」 とい う問題 が残 る。 誤 答 を引 き起 こ した 要 因 は数値 だ け

で 見 る こ とは で きな い
。 そ こ で 、 プ リテ ス ト ・ポ ス トテ ス トの 両方 を受 け た

被験者 12名
一
人

一
人 の 解答の 内容 に つ い て プ リ ・ポ ス ト問 で 比 較 して み た。

そ の 結果、 大 き く分 け て 以 下 （8） の パ タ ー
ン が見 られ た

。

（8） プ リテ ス ト ・ポス トテ ス ト間で見 られる誤答の パ ター
ン

　 a．プ リで 誤 答 して い る 問題 に 、 ポ ス トで 正 答 して い る 。

　 b．プ リで 正 答 して い る 問題 に 、ポ ス トで 誤答 して い る。

　 c ．プ リ ・ポ ス トで 間違 っ た問題が 共 通 して い る 。

　 d．プ リ ・ポ ス トで 間違 っ た問題 に ば らつ きが ある。

　 e ．プ リ ・ポ ス トで 同 じ問 題 を 間違 っ た場 合 に 、 誤 答パ タ ー ン が 共 通 し

　 　 て い る 。

　 f プ リ ・ポ ス トで 同 じ問題 を 間違 っ た揚 合に 、誤 答 パ タ ー
ン が 変化 し

　 　 て い る 。
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（8d） と （8a
，
b） は 内容 的 に

一
部 重 複す る が 、 （8d） は （8c） の 逆 の パ タ ー

ン と して 見 る 。 同様 に、（8c）と （8e，
　f）に つ い て も内容的 に

一
部重複す るが 、

（8c） は （8d） の 逆の パ ター ン と して 見 る 。

　全体 と して 、
こ れ らの パ タ

ー
ン が ま んべ ん な く混在 して い る とい え る。 被

験者 ご とに 、 四択 穴 埋 め ・並 べ 替 え 、 それ ぞ れ の セ ク シ ョ ン で パ タ… ン の 異

な る組 み 合 わせ が 多 く見 られ る 。 こ れ らが 意味す る と こ ろ は 何 で あ ろ うか 。

特 に 、 （8b）の 「プ リで 正 答 して い る問題 に、 ポ ス トで 誤 答 して い る」 に つ

い て は 、 プ リテ ス トで の 正 答が 偶然 で あ っ た 可能性 を示 唆 し て い る v （8d）

の 「プ リ ・ ポ ス トで 間違 っ た 問題 に ば ら つ きが あ る」 か ら も同様の こ とが い

え よ う。
つ ま り 、 被験 者 が もと も と有 して い た 文 法知 識 の 不 確 実性 が 浮 き彫

りに な っ た とい え るの で は ない だ ろ うか 。 ま た 、 （8c） の 「プ リ ・ボ ス トで

間違 っ た 閙題が 共 通 して い る 」、 （8e） の 「プ リ ・ ポ ス トで 同 じ問題 を 間違 っ

た 場合 に 、 誤 答パ タ
ー

ン が 共 通 して い る 」 とい うパ ター ン も多 く含まれ て い

る こ とか ら 、 英文 法の 習得に お け る彼 らの 問題 の 根深 さが わ か る 。

　
一

方 、 （8f） の 「プ リ ・ポ ス トで 同 じ問題 を問違 っ た 場合 に 、誤 答 パ タ ー

ン が 変化 して い る 」 か らは 、 文法知識 の 不確 実性や 問題の 根深 さばか りで は

な く、 習得度 の 仲 び の 兆 しが 見 られ る場 合 も あ る 。 た とえ ば 、 前掲 （5） に

プ リテ ス トの 結果 と し て 示 した 「第 5 文型 」 に 関す る 並 べ 替 え問題 に見 られ

た誤答パ タ
ー ン の 中に該 当例 が ある。 数字 に は 表われ ない もの の 、 ポス トテ

ス トの 結果で 明 ら か に 改善 され た と見 られ る 誤 答パ タ ー
ン の

一
例 で あ る。

　 （9）はその
一一
例 を示 して い る 。 プ リテ ス トで は前掲 （5）に示 した  と  （S7

と S8）に お い て his と keeps が隣接 して い た が 、ポ ス トテ ス トで は S7 も S8

も his　keeps とい う並 べ 方 は して い な い 。 プ リテ ス トの ときに S7 と S8 の 誤

答 に 共通 して 見 られ た 燃 畑 ρ∫ とい う語 の 連 な りは、
…

種 の 特 異性 が あ るパ

タ
ー

ン だ と考 え られ る 。 なぜ な ら、hisとい う属格代名詞 を動詞 keepsの 前に

置い て い るか らで ある 。 hisが 「弟は い つ も自分の 部屋 を きれ い に して い る」

に お け る 「自分 の 」に 相 当す る こ とが わ か っ て い な か っ た の か 。 そ れ と も、「属

格 （所有格 ）」とい う概念そ の もの が わか っ て い なか っ た の か 。
い ずれに せ よ 、

ポ ス トテ ス トに お い て も 、 S7 と S8 の 答 えは 誤 答に は 変 わ りな い が 、 少 な く

とも his　room とい う　「属格代名詞 ＋ 名詞」 とい う並 び方 が現われた こ とは 、

属 格代名詞 に 関す る習得が伸び た と考 えて よい の で は な い だ ろ うか 。
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（9）（5）に示 した   と  の誤答パ ター
ン の 変化

S7：My 　brotherlhis　keepslclean　room 　always ．（プ リテ ス トで の 誤答）

　 My 　brother　always 　keeps　clean 　his　room ．（ポ ス トテス トで の 誤答）

S8：My 　brotherlhis　keepslroom　clean 　always ．（プ リテ ス トで の 誤 答）

　 My 　brother　keeps　clean 　always 傭 アoo 醒 ．（ポ ス トテ ス トで の 誤 答）

　 さらに 、こ の 「第 5 文型 」に 関す る並べ 替 え問題 で は 、（8e，
　D の 両方 の パ タ

ー

ン （プ リ ・ポ ス トで 同 じ問題 を間違 っ た場合 に 、誤答パ ター ン が 共通 して い

た り、 変化 して い た りす る）が 見 られ る側 面 もあ っ た 。 前掲 （5） に 示 した

プ リテ ス トの 結果 で は 、 clean 　his　room とい う語順 が 7 件見 られ た 。 そ の 7

件に 該 当す る被験者で ポ ス トテ ス トを受 けた 6 名の 内 、 5名 の 解答 に お い て

ポ ス トテ ス トで も σ12αη 傭 酌 α η の 語 順 が 保 持 され て い た （但 し、 その 5 名

の 内 1名 の 解答 は 、 実際 に は clean 　my 　room で あ っ た が、 こ こ で は 01e 砌 傭

room の 書 き間違 い と見 なす ）。
こ れ は前者 （8e） の パ タ ー

ン に 相 当す る 。 同

時 に 、 プ リテ ス トで は cle α〃 傭 roo 〃7 の 語順 が見 られ なか っ た被 験者 の 中か

ら、 ポ ス トテ ス トで clean 　his　room の 語 順 が見 られ た例 が 5 件 あ っ た 。 こ れ

は後者 （8f） の パ タ ー
ン に 相 当す る 。 結 果 と して 、 ポ ス トテ ス トで は 計 IO

名 （83％ ）の 被験者 の 解答に clean 　his　roo 〃2 の 語1幀が 現 われ た こ と に なる 。

　 こ の 結果 が示 唆 して い る こ とは 何 で あ ろ うか 。 「SVOC 」 の 「OC 」 に 当た

る 部 分 （his　room 　clean ）fJK
’
倒 置 され る傾 向 が 非 常に 強い とい え る 。 問題 に

提 示 され た 「弟 は い つ も 自分 の 部屋 をきれい に して い る 」 とい う日本語 か ら

の 影 響 も考 え られ る 。 た とえ ば 、 「部屋 をきれ い に す る」 とい う部分 を 「〜

を
… す る」 と捉 え 、 英語 で は 「VO 」 の 形 に 相 当す る と解釈す る傾 向が あ る

の か もしれ ない
。

　 以 上 の よ うに 、本研 究の 被 験者 グル
ー プに 代表 され る よ うな大 学生 が抱 え

て い る言語習得上 の 閙題 は 、 非常に 根が深 い と考 え られ る 。 彼 らは 、 様 々 な

理 由 に よ っ て 中学 ・高校時代 に 英 文法の 習得 が不 十 分で あ っ た 結果 、 極 め て

不 確 実 な文 法知 識 を有 した ま ま大 学生 に な っ て い る 。 そ の よ うな場 合 、 大 学

生 だ か ら とい っ て 「高校卒業 レ ベ ル 」 を想 定 した 英語教育を行 な っ て も意味

が な い し 、授 業 も成 り立 た な い
。 まず は 、

一
般教養英語 ク ラ ス に お い て 、

「母

語 で あ る 日本語 との 関連づ け」 を通 して 、 英語の 運 用 に必 要 な文 法知識 を意
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識化 させ る と こ ろ か ら じ っ く り始め る こ とが重 要だ と考 え る 。

6． 文法知 識 の 意識化 を図 るた めの 具 体 的な方法

　 で は 、 こ の よ うに 中学 ・高校 時代 に英 文法 の 習得 が 明 らか に不 十分で あ っ

た と考 え られ る 、本研 究の 被験者 グル
ー

プ の よ うな 大学 生 に 対 して 、 具 体的

に どの よ うな方 法で 「文 法知 識 の 意識 化」 を 図 る こ とが で き るだ ろ うか
。 さ

らに 、 そ の よ うな大学生 に 対 して 「文法知識 の 意識 化」 を 図 る こ とに 、 どの

よ うな効果 が見 込 ま れ る だ ろ うか 。
こ こ か らは 、

こ の 二 っ の 問題 に っ い て 考

察す る 。 日本語 の 母 語 話者 が 英語 を外国 語 と して 習得す る 場合 、
「文 法知 識

の 意識 化 」 は 、 日本語 の 運 用 で 無意 識 に 活 用 して い る 文 法知 識 を意識 的 に 確

認す る こ とか ら始ま る 。 そ し て
、 そ の 意識 化 され た 日本語 の 文法知識 を通 し

て 、 英語 の 運 用 に 必 要な 文法上 の 仕組 み や 道具 立 て を理 解 して い くこ とに な

る と仮説 を立 て る 。

　文法知 識の 意識化 を図 る た め の 具 体 的 な方法 と して 、た とえ ば、次 の （10a，

b）の よ うな 事が らを学習者 に 考 え させ る こ とが 有効 で あ ろ う。

（10）文法知識の 意識化を 図るた めの 具体 的な方法 （1）

a．英語 を句 単位 （NP1 　VPfAP ／　PP な ど）、 また は 語単位 （NI 　VI　AI　P

　 な ど）で 日本語に 直訳 した場合 、 口本語 で は どの よ うな構 造になるか 。

b． 日本語 を句単位 （NP ／VPI　API　PP な ど）、 また は語 単位 （NI 　VI　A ／P

　 な ど）で 英語に 直訳 した場合 、 英語 で は どの よ うな構造になるか u

　た と え ば、 以 下 の （11a）の 英文 を 、 句 単位 （NP ！　VP1 　API 　PP な ど）、 ま た

は 語 単位 （N1　V1　AIP な ど）で 日本語 に 直訳 した 上 で （】lb）の 和文を作 る

とす る。 逆 に 、 （11b） の 和文 を 、 句 単位 （NP ／VPI 　AP ／PP な ど）、 ま た は 語

単位 （N ／V／AIP な ど）で 英語 に 直訳 した Eで （11a）の 英文 を作 る とす る 。

そ の よ うな 直訳 とい う言語 操 作 の 過 程 で 、 実際 に 「構 造」 を意識す る 必 要

が あ る の が 、 （12）に 提 示 した句 単位や語 単位 の 要素 （N ！　N1　NP1　V1　AP1　PP ）

で あ る 。
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（11）日英語 間で直訳する例

　 a ．Children　who 　are 　two 　years　old 　and 　younger　are 　admitted 　free　of

　　　charge 　to　most 　concerts 　and 　films．

　 b．2 歳以下の 子 ど もは 、 ほ とん どの コ ン サ
ー

トや映画に 無料で 入 場で

　　　 きます 。

　　　 　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　 　　　 　　 （ETS 　2005：36）

（12）句単位や語単位の 要素

　 N ： children ／子 ど も

　 N ： concerts 　and 佃 ms ／ コ ン サー トや映画

　NP ： children 　who 　are 　tWo 　years　olCl　and 　younger／ 2 歳以 ドの 子 ども

　 V ： are 　admitted ／入 場で きます

　AP 二 ffee　of 　charge ／無料 で

　 PP： to　most 　concerts 　and 　films／ ほ とん どの コ ン サ
ー

トや 映 画 に

　文 法 知識 の 意識 化 を図 る た めの 具 体 的 な 方 法 と し て 、 さ らに 、 次 の （13）

の よ うな事 が らを学習者 に 考 え させ る こ と もで き る 。

（13）文法知識の 意識化を図 るための 具体的な方法 （2）

　　 あ る要 素 が
一 方の 言語 には あ るの に他 方の 言 語 には ない 場 合 、

　　そ の 「な い 要 素」 は どの よ うに扱 わ れ て い るか 。

　 （14） に は、 「日本語 には あ る が 、英 語 に は ない 要素」、 反 対 に 「英語 に は

あ るが 、 日本語 に は ない 要 素」 の 例 をい くつ か 挙げて み た 。

（14）「日本語 にはある が 、 英語 に はない 要素」 および

　　 　　　 　　　 　 「英語 に はあ るが 、 日本語に はない要素」

日本語 に は あ る が、 英語に は あ る が 、

英語 に は ない 要素 日本語 に は ない 要素

助詞 冠詞

敬 語 （体 系） 単数 ・複数 （体系 ）

柔軟な語順 前置詞

主語 や 目的語 な どの 省 略 関係詞

．・
固定的 な語 順

●　・　・
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　 た とえ ば 、 語順 に 関 して い え ば 、 凵本 語で は 「柔軟 な語順」 が許容 され る

の に 、 なぜ 、 英語 で は 「固定 的 な 語順」 が要求 され る の か 。 そ の よ うな疑 問

をもつ こ とで 、 日本語 にお ける 「助詞 」 の 存在や 、 日本 語 と英 語にお け る 「主

語 」 や 「目的語」 の 仕組み な ど、 両言 語に 関す る 文法知 識 が互 い に 関連づ け

られ 、 次 々 と意識化 されて い くの で は な い だ ろ うか 。

　 人 は 、 中学 1 年生 の とき か ら 6 年 が 経つ な か で 、大 学生 に な る 頃に は
一

般 的に 母 語の 文 法知 識 （無 意識 で あれ ）が 増 え 、 物 事 の 理 解力 、 概念 的 な思

考な ど も格段 に成長 して い る は ずで あ る a

一
般教養英語 ク ラ ス で 、 母 語 の 文

法知識 と照 ら し合 わせ なが ら 、 外 国語 で あ る 英語の 知 識 （中学 ・高校 で 身 に

つ けた fragments＞ を改 め て 整理 す る こ とに 意義 が ある と考 え る 。

7， お わ りに

　本研 究の 動機 は 、

一
人の 学生 か らの 質問 に よ っ て 生 まれ た 。 本研 究 の 被験

者 で は な い が 、 そ の 学 生 もや は り 「中学 ・高校 時代 に英文 法 の 習得 が 不 十 分

で あ っ た 大 学生」 の
一

人で あ る 。 中学 レ ベ ル の 英 文法 を復 習 させ る集 中講 座

を担 当 した 時で あ っ た 。 5 文型 の 解説 を
一

通 り終えた あ と、件 の 学生か ら 「ノ

brush 〃IY　teeth ．が ど うして 第 3 文型 （SVO ） に なるの か わ か らない 」、具 体

的 に は 「ノが S （主語 ）で 、
brush が V （動詞 ）で 、my が 0 （日的語 ）だ か ら、

teeth は ど うな るの か 1 とい う質問 を受 け た 。 そ れ は 、 そ の 学習者 の 文 法知

識 に お い て は 、 my 　teeth が言語構 造上 の
一

つ の ま とま り と して 認識 され て い

ない こ と を意味 して い た 。

　普通 、日本語 で は 「私 は 私の 歯 を磨 く」 とは 言わ な い
。

「（私 は ） 粛 を磨 く」

で 十分 で ある 。 こ の 表現 に 含 まれ る 「歯」 とい う
一

文 字の 名詞 に つ い て も 、

それ を適切に 運用す るた め に 、 少 な く と も次の よ うな 文法 知 識 の 活 用 が 必 要

に な る 。 そ れは 、 その 「歯」 が
一
本で は な く 、 話者の 口 の 中に あ る歯全体 を

指 して お り、 誰の 歯で もない 「話者 自身 の 歯 」 を意 味 して い る 、 とい っ た こ

とで ある 。 但 し、 普通の 母語話者は そ の よ うな前提 を文法知 識 だ とは考 え な

い 。 さ ら に 、 「歯 を抜 い て も ら っ た」 とい え ば 、 「旛 」 は 「1 本 だ け」 か も し

れ な い し、状 況 に よ っ て は 「2 本 以 上 」 か も しれ な い が 、 「凵 の 中に あ る 歯

を全部抜 い て も ら っ た」 とは 思 う入 は ほ とん どい ない だろ う。 も し、 lhada

tooth 　out ．の 和訳 と して 考 え るな ら、「1 本 だけ 」だ と解釈 され る n こ の よ うに 、

母 語 の 運 用 で 無 意識 に 活 用 して い る 文法 知 識 を意識 的に 確認 し、 そ の 意識化
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され た母 語 の 文 法 知識 を通 して 、 こ の 場 合 は、 日本 語 の 「歯」 が 英語 の my

teeth や a 　tooth とい うま とま りに相当する 、
と い う日本語 と英語 の 名詞 句構

造 が 意識 的 に対 照 され る こ とに な る。

　本研 究の 結果 、 中学 ・高校時代 に英文 法の 習得が 不 1一分で あ っ た 大 学生の

揚合 、 英語 の 文 法 に対 す る学習意 欲 は 大 学生 に な っ て か らもそ れ ほ ど高 くな

い とい え る 。 しか し、 こ の よ うな文 法 知識 の 意識 化 を
一

般教養英語 ク ラス で

経験 させ る こ とは 、 大学生 と して の 知 的好奇心 を満た す こ とに もつ なが るの

で は な い だ ろ うか 。 同 じ五 感 の 機 能 を もっ 人間 が 、 異な る言 語に よ っ て 、 世

界を どう切 り取 り、 どう表現す るか 一一一 そ こ に 生 じ る さま ざま な違い を理 解

す る こ とに よ っ て 、学生 の 学習 意欲 が 高ま り、す なわ ち、 それ が大 学で 身 に

っ けるべ き 「教養」 の 獲得 に っ なが っ て い くで あ ろ う 。

※本研 究 で 採 用 した一連 の 学 習プ ロ グラ ム の 進 め方 や基 礎 文法 力テ ス トの 内容 につ い

　て は 、 明海大学の 小 林健氏 と共 同 で検討
・選 定し た 。

※本 稿は 、2010 年 9 月 4 日に 駒澤 大学に て 開催 され た 日本英語文 化学会第 13 回全国

　大会　　英語教育シ ン ポ ジ ウム 《大学に お け る
一

般 教養科 目して の 「英語 1を考え る》

　に お い て 口頭発 表 した 1文 法知 識 の 意識 化 の 重 要性 」 の 内容を も と に 、新た なデ
ー

　タ を含 め、加 筆修 正 した もの で ある 。

参考文献

大津由紀雄 （編著）（2009a）『は じめ て 学ぶ言語 学　　こ とば の 世界を さ ぐる 17 章 　 　』

　　 ミネル ヴ ァ 書 房 。

大津 由紀雄 （編著 ） （2009b ） 『危機 に 立 っ 日本 の 英語 教育』 慶応義 塾大学 出版会。

大津 由紀雄 （2008）『こ とば に魅せ られ て 対 話編 』ひ つ じ書房。

大津 由紀雄 （2004 ）『探検 ！こ とばの 世界』 ひ つ じ書房。

小 野 博 （監 修 ）清 田 洋 一 ・酒井志 延 ・箕輪 美里 ・田 辺 章 ・大 崎 さ つ き ・Michael

　　Farquharson（著） （2006）「English　Quest：Basic』桐原書店 。

中井延美 （2008a） 「口本語 と英語 の 敬 意表現に つ い て 　　 意 味 論的 ・語 用 論 的観点

　　か らの 考察　　」 『Journal　efHospitality 　and 　Tourism』 Vbl．4
，
　pp　 1−11．明海大学 。

中井延 美 （2008b） 「リメ デ ィ ア ル 型授業に 対す る 学習者 の 意識 調査一一一一 大学英語 ク ラ

　　ス に お い て
一

」 『日本大 学生産 工 学部研究報告 B 』第 41 巻 ，pp．35
−4】。

中井延美 （2006） 「英語 の 冠詞 に対 す る 日本 人学 習者 の 意識 に つ い て の 考察 」 『異 文化

　　の 諸相』No ，27，　pp．63−74．日本英語 文化学会 。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society for Culture in English

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　for 　Culture 　in 　English

大学の
一

般教養英語 ク ラ ス に お い て 文法知識 を意識化 させ る こ との 重要性 　 151

中井延 美 （2001） 「英語教育現場に お け る生 成文 法の 応用　　 その 可能性 を探 る　　」

　　　『異文化の 諸相 』No ．22，　pp．205 −218 ．目本 英語 ．文化学
．
会。

国際 ビ ジネ ス コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 協会 （2010 ） 『TOEIC 　Bridge （”eATA
＆ ANALYS 】S

　　　2009』。

Educational　Testing　Service（ETS ）（2005 ）『TOEIC
 
テ ス ト新公式 問題 集 「解答 ・解説 編」』

　　　国際 ビ ジネ ス コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン 協会 TOEIC 運 営 委 員会 。

Synopsis

On 　the　lmportance　ofMaking 　Students　Conscious　oftheir 　Knowledge 　of

Grammar 　in　General−Education　English　Courses　at　Japanese　Universities

NAKAI 　Nobumi

　　　　People　need 　knowledge　about 　grammar　to　usc 　a　Ianguage　properly，　both

in　their　first　language　and 　in　a　fbreign　Ianguage．　Unlike　natural 　first　language

acquisition
，
　when 　o 艮der　people　with 　a　we11 −established 　first　language 　Iearn

afbrcign 　language 　only 　in　a　classroom
，
　they 　consclous 】y　learn　the　fbrmal

（morphological ！syntactic ）rules 　one 　by　one ．
「
1
’
his　deliberate　process　includes

learning　what 　each 　word 　mcans 　and 　how　to　write ／pronounce　it　in　the　language．

In　the　process　o 〔 eaming 　a　fbrelgn　language　in　this　way
，
　transfer 丘om 　a 伽 st

language 　ls　often 　observed ．　In　other 　words ，　learners　tcnd 　to　understand 　the

structure 　of 　a　fbrcign　language　through　the　know 】edge 　oftheir 　first　language．　For

cxamplc
，
　since 　Japanese　language　has　no 　artic 】es

，　a　Japanese　leamer　of 　English

often 　has　dif顎culty 　understanding 　why 　articles　are 　ncocssary 　in　the　English

structure ．　Conversely
，
　the　structure 　of 　a　fbreign　language　sometimes 　makcs 　scnsc

whcn 　learners　apPly 　the　structurc　to　that　of 　their　first　language．　For　instance，　a

Japanese　Ieamer　who 　does　not 　really　understand 　thc　property　of 　gerunds　in　Eng 】ish

could 　apPly 　the　structurc 　of 　the　gerundia藍phrase　successjully 　introdueing　change

’η the　workplace 　to　that　of 　the　nominalized 　phrase　in亅apanese 　umaku 　shokuba 　n ’

henka　wo ’o厂〃 e 厂  koto．　Then 　the　learner　would 　find　that　adverbs （snccessfutly

and 　umaku ）are　used 　in　common 　in　both　structures ．　This　paper　points　out 　the

importance　of 　starting 　English　education 　in　genera1−education 　English　courscs 　at

Japanese　univcrslties 　by　first　making 　students 　aware 　of 　their　knowledge　of 　English

grammar 　ifthey　have　failed　to　acquire 　the　appropriate 　English　grammar 　at　their

junior　and 　senior 　high−school 　classcs ・
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